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概要 

 

１ 日時 

 2024年 12月 23日（月）14：00～16：00 

 

２ 場所 

 大連スイッシュホテル ７階会議場 

 

３ 主催団体等 

主催：在瀋陽日本国総領事館在大連領事事務所(以下、「在大連領事事務所」) 

共催：日本貿易振興機構大連事務所(以下、「JETRO大連」) 

大連日本商工会 

中国日語教学研究会大連分会 

 

４ テーマ及び目的 

テーマ：「日本語人材育成の取組みと日系企業就職市場の動向」 

 

目的：３年間のコロナ期間を経て、国際社会、また大連を取り巻く環境の大きな変化が

ある中、「日本語人材育成の取組みと日系企業就職市場の動向」をテーマとし、日系企業

への就職を念頭に置いたより実践的な日本語教育に焦点を当てる。第一部の基調講演で

は大連の日本語人材の現状を改めて確認する。第二部では、今後の大連の日本語人材の

在り方について、関係者のパネルディスカッションを通じ、参加者の認識を深めていく

機会とする。 

 

５ 次第及び内容（以下、使用言語はすべて日本語） 

 

【第一部】基調講演 

●基調講演テーマ１「第５回フォーラムのフォローアップと当事務所が大連の日本語 

人材育成において果たすべき役割」 

講演者：浜田伸子・在大連領事事務所所長 

 

●基調講演テーマ２「日本語人材育成の取組み」 

講演者：範業紅・遼寧師範大学外国語学院副院長 

祝然・大連外国語大学ソフトウェア学院副院長 
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●基調講演テーマ３「日系企業就職市場の動向」 

講演者：琴安国・一般社団法人高度外国人材支援中心代表理事 

（JETRO高度外国人材スペシャリスト） 

     

【小休憩】コーヒーブレーク及び交流会 

 

【第二部】パネルディスカッション「今後必要とされる日本語人材」 

 

ファシリテーター：石井敏愛・SOMPOシステムズ大連開発部チーフリーダー 

パネラー：日高直行・野村信息技術（大連）有限公司総経理 

島津英明・大連好侍食品有限公司総経理 

由志慎・大連理工大学日本語学科主任 

重岡純・JETRO大連所長 

浜田伸子・在大連領事事務所所長 

 

【閉会挨拶】 

中村大智郎・大連日本商工会副会長(三井物産（中国）有限公司東北分公司総経理) 

 

６ 全体結果概要 

12月 23日、当事務所が JETRO大連、大連日本商工会、中国日語教学研究会大連分会と

の共催で実施した「2024年度（第６回）日本語人材育成フォーラム」には、大連日本商

工会会員企業、当地の日本語教育関係者など約 80名が出席した。 

「日本語人材育成フォーラム」は、2017年に第１回が開催されて以来、大連の日本語教

育関係者と、日本語人材を雇用する日系企業の間の交流プラットフォームを構築するこ

とを趣旨としてきた。 

第６回目となる今回のフォーラムでは、日系企業への就職を念頭に置いた、より実践

的な日本語教育に焦点を当て、講演とパネルディスカッションを実施。 

第一部の講演では、冒頭、浜田伸子・在大連領事事務所所長が、「第５回フォーラムの

フォローアップと当事務所が大連の日本語人材育成において果たすべき役割」をテーマ

に講演を行った。続いて、大連市内の主要大学２校を代表して、範業紅・遼寧師範大学

外国語学院副院長及び祝然・大連外国語大学ソフトウェア学院副院長が「日本語人材育

成の取り組み」について紹介。最後に、琴安国・一般社団法人高度外国人材支援センタ

ー代表理事兼 JETRO高度人材スペシャリストが「日本企業就職市場の動向」について説

明した。 

  第一部と第二部との間で行われた交流会では、企業関係者と日本語教育関係者が活発

に交流を実施。 
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  第二部のパネルディスカッションでは、今後の大連の日本語人材育成の在り方につい

て、企業の経営管理、企業内での人材育成及び日本語教育に知見を有する石井敏愛・

SOMPOシステムズ大連開発部チーフリーダーをファシリテーターに迎え、重岡純・JETRO

大連所長、日高直行・野村信息技術（大連）有限公司総経理、島津英明・大連ハウス食

品有限公司総経理、由志慎・大連理工大学日本語学科主任及び浜田伸子・在大連領事事

務所所長がパネラーとして登壇し、議論を行った。 

フォーラムの締めくくりの挨拶として、中村大智郎・大連日本商工会副会長(三井物産

（中国）有限公司東北分公司総経理)が登壇し、大連日本商工会としても会員企業と日本

語教育機関との接点づくりなどについて取り組むことへの意欲を示した。 

当日の参加者からは、「実務的な内容で参考になった」「こうした企業や日本語教育関

係者との交流の場を設けていただけるのはありがたい」などの感想が寄せられた。 
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パネルディスカッション結果概要 

 

１ 大連市で日本語人材を育成する意義について 

 

（企業側より回答）弊社はグループ企業として日本を中心に金融サービス業を営んでい

る。アメリカ、欧州、アジア、日本と拠点を持っているが、日本以外は実のところ英語

でコミュニケーションを取っている。日本語は日本国内のみで使っており、そういった

意味では、日本拠点のバックオフィス業務はほかのエリアでの対応がかえって難しい面

がある。そういった状況において、日本語が堪能で実質時差もない大連は有益な都市の

１つと考えている。 

 

２ 大連の日本語レベルは高く、日本語学部のある学校も多い。何故、大連において日本語

教育が盛んであるか。人材育成において他地域と異なる特色について 

 

（大学側より回答）以下の４点が挙げられる。 

（１） 地理的・文化的背景 

大連は中国と日本の間の交通の要衝に位置し、歴史的に日本と緊密な経済・文化交流

を行ってきた。このような地理的な関係性により、大連の人々は日本語や日本文化に親

しんでおり、日本語学習への熱意が高い。 

 

（２） 豊富な日本語教育リソース 

大連には、大連外国語大学など、日本語を専攻する大学が多数あり、体系的な日本語

教育を提供している。これらの学校は、教育の質が高く、日本語能力の高い人材を多数

育成している。また、日本語専攻以外の教員で日本語ができる方もたくさんいる。例え

ば、大連理工大学を例にして言うと、海外で学位を取った教員の中で、約４割が日本の

大学で学位を獲得した教員である。これらの教員が帰国してから、大学において日本語

で学生に機械、材料や情報などの専門知識を教えている。つまり大連は、日本語専攻の

人材だけでなく、非専攻の日本語人材も数多く擁しており、日本語人材が多様化してい

る。 

 

（３） 雇用市場の需要 

大連に日系企業が増えるにつれ、日本語能力に対する需要も高まっている。日本語を

習得することで就職能力を大幅に向上させることができるため、学生の日本語学習への

モチベーションにも反映されている。 
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（４） 政府と社会支援 

大連市政府は日本語教育に力を入れており、良好な学習環境と機会を提供している。

例えば、キヤノン関連会社と共催し、35年間続いている「キヤノン」杯日本語弁論大会

のような日本語に関するイベントやコンクールを開催し、学生の語学力向上のモチベー

ションを高めている。 

 

３ 今後の日系企業の大連での進出・発展動向から見て、どのような日本語人材がより求め

られていくと考えるか。また、当地大学との間での連携について。 

 

（企業側より回答）当社は 2011 年に大連に現在の会社を設立した。当時との決定的な差異

は、日本との人件費差があまりなくなってきていること。その上でなお、大連の日本語を

話せる中国人を採用するのはなかなか難しい問題。IT スキル、簿記財務の習熟など実務

に直結した能力を身に付けることはもとより、実務的なメンタリティも重要だと思う。中

国人の社員が優れているのは、勤勉で且つ自身のキャリア形成に対して物怖じせず、積極

的な面。また日本語、英語双方が使える人材は企業にとって有益である。 

大学との連携では、大連外国語大学の日本語学科の学生に向けて、日系２社と共に社内

インターンシップ制度を実施している。１年を超えるカリキュラムの中で、夏には１か月

ほど当社内にて実地研修も行った。コロナ前は職業技術学院の学生向けに長くインターン

シップを実施していたが、そちらとの違いは、必ずしも、その後の就職を前提とするなど

の雇用確保の側面ではなく、純粋に社会貢献的な趣旨で取り組んでいるという点である。 

 

（JETRO 大連より回答）JETRO 大連では今年８月、中国の日本語学習者、日本語人材に広く

呼び掛けて、日本企業への就職に関するウェビナーを開催した。このウェビナーには 500

名を超える申し込みがあり、日本企業への就職に対する高い関心が示された。この背景と

しては、やはり足下の中国景気が芳しくないということがある。中国日本商会が実施した

直近の景気動向アンケートによると、在中国日系企業の 64％が「2024 年は前年に比べて

景況が悪化している」と回答している。このような情勢から中国内での就職状況は大変厳

しいことが伺われる。このウェビナーの参加者に簡単なアンケートを取ったところ、中国

国内で日系企業に就職したい人が 65％、日本で就職したい人が 79％と、いずれも高いが、

日本での就職に対する関心がより高い結果がみられた。なお、参加者の 99％が今後も日

本企業や日系企業での就職をテーマにした人材セミナーに参加したいと回答している。 

他方で、日本国内での求人動向はどうかというと、人手不足が顕在化しており、外国人

材の採用を希望する企業は多い。JETRO東京本部は今年 10月、日本国内で外国人材の採用

を希望する企業の合同説明会を開催し、５日間で約 150社が自社で採用したい人材につい

て説明を行った。募集する業種・職種別でみると、製造業で技術職の人材を求める企業が

約４割と最も多く、他に建設業の技術職や情報通信業の技術職の需要も多く、全体として
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約６割が技術系の職種の求人であった。 

中国国内の就職が厳しいために、日本で就職しようとした場合、需要は旺盛なものの、

技術職が多く求められている点は留意が必要ではないか。日本語の素養があるという点は

有利ではあるものの、言葉の点だけでみれば日本に留学している人の方が、中国の新卒者

よりも語学の習得度が高く、日本の生活習慣にも適応している。したがって、日本で就職

する外国人材は留学生がより優位にあるといえる。 

こうした客観的状況からすると、大連で日本語を学ぶ学生は日本語を活かして就職した

いという本気度が問われると思うので、学生生活の中でできる準備は何でも早いうちに意

識して取り組むことが重要。大学側は大連の中だけで日本企業への就職を考えていても学

生の行先が限定されてしまう状況にあるので、我々JETRO 大連や就職関連機関、日系企業

とのネットワークを密にしながら、適材適所に学生を送り出すという発想が重要ではない

か。また、大連に所在する日系企業としては、少数の優秀な人材を確保するために NRI大

連のように大学講座を開設したり、インターンシップを実施するなど、個別に工夫をする

ことで、地の利を生かした採用が可能になるのではないか。 

 

４ 大連の大学としてはどのような日本語人材を育てたいと考えているか。 

 

（大学側より回答）まず、しっかりとした日本語能力と異文化コミュニケーション能力を

備えた人材を育成したいと考えている。これらの人材は、日本語が流暢であるだけでな

く、日本の文化、経済、ビジネス環境を深く理解していることが、日本企業で働くため

に必要。また、自分の国を愛する心、国際的な視野、文系と理系が融合した知識構造、

高い専門的総合能力と実践的なイノベーション能力を備えた才能を育成し、データ研究

の方法と手段を使用して言語現象を発見・分析し、言語および関連分野の問題を解決で

きる人材を育てている。さらに、学生の健全な人格と社会適応力を重視し、日本語およ

び関連産業で重要な役割を果たすことができるよう、文理融合と国際競争力を兼ね備え

た高度で複合的な日本語人材の育成に努めている。 

 

５ 企業のニーズに合う人材を育成するためにどのような取組を行っているか。 

 

（大学側より回答）以下３点の取組を行っている。 

（１）カリキュラムの調整 

市場や業界のニーズに応じて定期的に更新・調整し、特定の業界に関連する専門知識を

加えている。また、人工知能概論などの科目を開設し、AIに関する学習を全面的に受け入

れ、日本語学習に活用している。 
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（２）実践的な機会 

企業と協力して、学生が実際の職場環境で語学と専門的なスキルを練習できるよう、イ

ンターンシップと実践拠点を提供している。 

 

（３）企業講演会とセミナー 

企業関係者を学校に招待して講義、講演会、交流活動を開催し、学生が企業文化、業界

のダイナミクスとビジネスニーズを理解できるようにしている。 

 

６ 多くの大学で日系企業との交流機会を希望する声が聞かれるが、具体的な提案等 

があるか。 

 

（大学側より回答）以下の４点を提案する。 

（１）学校と企業の協力プラットフォームの構築 

学校と企業の専用協力プラットフォームを構築し、定期的な就職説明会、キャリア開発

セミナー、ネットワーキング活動を開催して、学生と企業との直接的な接触を促進する。 

 

（２）共同研修プログラム 

大学と企業が共同で研修コースを開設し、学生が学習の中で、企業が必要とするスキル

を習得できるようにする。 

 

（３）単位交換可能なインターンシッププログラム 

学生の総合的な質と国際的なマインドを高めるために、国際的な実務経験を提供できる

日系企業のインターンシッププログラムを開設し、たくさんの学生が参加できるよう、単

位交換可能なカリキュラムとする。 

 

（４）情報交換できるネットワークの構築 

ウィチャットの大連市日本語教員グループなどを作成、或いは既存のグループを利用し

て、就職説明会、セミナー、求人などの情報を共有する。 

 

７ 多様な日本語人材が、大連市の企業とマッチングしていくための提言について 

 

（企業側より回答）商工会がプラットフォームになってもいいが、日本国内外の日系企業向

けの人材バンクサイトがあると面白い。そこで大連の日本語人材がその特性毎に検索でき、

アプローチも可能になると、その人材の厚みが、大連外の日本の人事担当者からも注目さ

れるのではないか。 
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（JETRO 大連より回答）日本語人材は大連の中だけで閉じるのではなく、企業のグローバル

戦略のなかに位置づけることが肝要と考える。人材の流れについて改めて図にまとめてみ

た（以下図１）。大連と日本で人材が行き来することが、以前に比べて特別なことではな

くなっている。ここで重要なことは、日本で留学または就職し、何らかの事情で中国（大

連）に戻ってきた人材に対し、しっかりとした処遇が用意されているかどうか、だと考え

ている。すなわち、日本と大連とを行き来する人材はグローバル人材であって、起用する

企業においても日本人駐在員と同様の位置づけ、待遇があってしかるべきということ。 

他方、人材の側は日本語の素養は日本企業で働くきっかけとして大事にしつつも、ビジ

ネスで十分な語学力、必要なノウハウはそれぞれの職種、ポジションに就いて経験を重ね

ていく過程で自分自身の強みにしていく必要がある。 

人材を教育し、社会へ送り出す側、人材を採用し、活用していく側、各々がこのような

エコシステムを回していくという共通認識に立って人材に向き合っていけたら良いと考

える。日中間で人材が移動する流れを情報としてキャッチし、求人側へその情報を共有す

ることができるようなネットワークを皆さんと共に形成していくことを提案したい。 

 

（図１） 
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（大学側より回答）オンラインとオフラインのプラットフォームの構築が求められている。 

以下の４点を提案する。 

 

（１）オンラインマッチングプラットフォームの作成 

求職者と求人企業からの情報を統合した専用プラットフォームを設置し、日本企業が求

人掲載しやすくするとともに、求職者が自身の経歴やスキルに合った求人に直接応募でき

るようにする。このようなプラットフォームでは、履歴書データベース、求人情報、会社

の PRなどの機能を含めて、両者の相互交流を容易にすることができる。 

 

（２）日本との文化交流活動の開催 

日本食の祭典、文化展示会、言語交流会など、日本文化に関連するイベントを定期的に

開催し、日本文化に興味を持つ学生や企業を引き付ける。これにより、学生の語学力が向

上するだけでなく、日本企業に対する理解と一体感も高まる。 

 

（３）学校と企業の連携の強化 

学校側で、企業が人材育成に参加できるようなカリキュラムの作成（例えば、オーダー

メイドの科目設定など）や学校及び企業の共同研修プログラムの開設を実施する。また、

学校が企業と協力してインターンシッププログラムを提供し、在学中に実践的な実務経験

を積ませ、企業文化に馴染ませる。 

 

（４）人材モビリティネットワークの確立 

日中間の人材の流れを促進するため、情報共有ネットワークを確立する。教育機関、企

業、関連組織が協力して、採用情報、市場の動向情報などを収集し、共有する。 

 

（以上） 
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基調講演資料 
 

 

基調講演テーマ１ 

 

「第５回フォーラムのフォローアップと 

当事務所が大連の日本語人材育成において 

果たすべき役割」 
 

 

講演者：浜田伸子・在大連領事事務所所長  
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第５回フォーラムのフォローアップ
と当事務所が大連での

日本語人材育成に果たすべき役割

2024年12月23日
大連領事事務所

2017年第１回フォーラムの様子

テーマ：「真に社会に求められる日本語人材の育成」

2023年第５回フォーラムの振り返り

テーマ：「今後求められる大連日本語人材の育成と確保」

前回フォーラムでのアンケート調査

•実施期間：2023年７月10日～７月23日

•実施方法：商工会HP（企業向け）及び

オンライン（大学向け）で実施。

•有効回答社数：103社（企業）、

19校（大学）

前回フォーラムのアンケート調査結果①

• 「必要な日本語人材を確保できている」と回答した企業は

103社中47社（45.6％）。

•インターンシップを希望している大学は回答のあった19校中

15校（78.9％） 。

•企業見学を希望している大学は17校（89.5％） 。

前回フォーラムのアンケート調査結果②

•人材募集方法で、大連市内の大学との間で普段連絡がほとんど取れ
ていないと回答した企業が103社中75社（72.8％）に上った。

•大学側のアンケート結果から、「大連の日系企業に対する情報が少な
い（19校中７校（36.8％））」との声も確認された。

• →企業側の人材確保、大学側のインターンシップ等実習の需要
はあるが、大学と企業間の交流ができていない現状。
より多くの交流機会の創出が必要。

1 2

3 4

5 6
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前回フォーラムからのフォローアップ①
（大学の就職指導関係者の連絡先の商工会への案内）

大連日本商工会HPより
https://www.jcci-dalian.org/?p=17559

前回フォーラムからのフォローアップ②
（アンケートの実施）

•実施期間：2024年10月28日～11月27日

•実施方法：商工会HP等

•有効回答社数：60の企業・団体

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

①はい ②いいえ ③活用実績はないが

今後活用を検討したい

今年３月に当領事事務所から大学の就職指導関係者連絡先を

商工会に案内させていただきましたが、活用されましたか？

今回フォーラムのアンケート調査結果①

13社
（21.7％）

１社と
１団体
（3.3％）

有効回答数：60の企業・団体

45社
（75％）

計14社と
１団体
（25％）

今回フォーラムのアンケート調査結果②

0

5

10

15

20

25

30

35

40

御社では、当地大学生のインターンを受入れていますか？

６社
（10％）

有効回答数：60の企業・団体

35社
（58.3％）

４社
（6.7％）

15社
（25％）

計21社
（35％）

今回フォーラムのアンケート調査結果③

0

2

4

6

8

10

12

14

①１週間以内 ②１～２週間 ③２週間～１か月 ④１～３か月 ⑤３か月以上

インターン期間はどのくらいですか。

３社
（５％）

２社
（3.3％）

２社
（3.3％）

２社
（3.3％）

12社
（20％）

有効回答数：現在インターン受入れを行っている企業（15社）
及び今後の受入れを検討している企業（６社）の計21社

今回フォーラムのアンケート調査結果④

0

5

10

15

20

25

30

御社では、当地大学生の企業見学を受入れていますか。

13社
（21.6％）

19社
（31.7％）

28社
（46.7％）

０社
（０％）

有効回答数：60の企業・団体 計32社
（53.3％）
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今回フォーラムのアンケート調査結果⑤

0

5

10

15

20

25

企業見学の受入れ対象となる学生

は、日本語学科の学生ですか？

22社
（68.7％）７社

（21.9％）３社
（9.4％）

0

2

4
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8
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12

14

インターンの受入れ対象となる学生

は、日本語学科の学生ですか？

13社
（61.9％）４社

（19％）
４社
（19％）

有効回答数：現在インターン受入れを行っている企業（15社）及び
今後の受入れを検討している企業（６社）の計21社

有効回答数：現在企業見学受入れを行っている企業（13社）
及び今後の受入れを検討している企業（19社）の計32社

今回フォーラムのアンケート調査（まとめ）

・60社のうち、インターン受入れに前向きな企業は21社（35％）、企業見

学に前向きな企業は32社（53.3％）。（実際の企業数では36社（60％）が

どちらか、又は両方の受入れが可能と回答。）

・日本語学科以外の人材にも参加の可能性が開かれている。

・インターン及び企業見学の受入れが直ちに学生の就職に繋がるという

訳ではないことは要留意。

→その上で、どのような日本語人材を育成していくのかに
ついての議論が重要。

当領事事務所の果たすべき役割

日系企業・団体と大学との交流の「場」作り ご清聴ありがとうございました。

第６回日本語人材育成フォーラム次第①
テーマ：「日本語人材育成の取組みと日系企業就職市場の動向」

【第一部】基調講演（使用言語：日本語）

①第５回フォーラムから現在までの総括
浜田伸子・在大連領事事務所所長

②日本語人材育成の取組み
範業紅・遼寧師範大学外国語学院副院長

祝然・大連外国語大学ソフトウェア学院副院長

③日系企業就職市場の動向
琴安国・一般社団法人高度外国人材支援中心代表理事兼

JETRO高度外国人材スペシャリスト

【小休憩】コーヒーブレーク及び交流会（使用言語：日本語）

第６回日本語人材育成フォーラム次第②
【第二部】パネルディスカッション（使用言語：日本語）

テーマ：今後必要とされる日本語人材

ファシリテーター：石井敏愛・SOMPOシステムズ大連開発部チーフリーダー

パネラー：日高直行・野村信息技術（大連）有限公司総経理

島津英明・大連好侍食品有限公司総経理

由志慎・大連理工大学日本語学科主任

重岡純・日本貿易振興機構（JETRO）大連事務所所長

浜田伸子・在大連領事事務所所長

13 14

15 16

17 18
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基調講演資料 
 

 

基調講演テーマ２ 

 

「日本語人材育成の取組み」 

 

 

講演者：範業紅・遼寧師範大学外国語学院副院長 

      祝然・大連外国語大学ソフトウェア学院副院長   
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遼 寧 師 範 大 学

日本語（師範）

遼寧師範大学外国語学院
範 業紅

Part 01 大学概要

Part 02 日本語（師範）専攻の概況

Part 03 新入生の募集状況

Part 04 育成目標

C
O

N
T

E
N

T

https://www.ypppt.com/

Part 05 特色と優位性

Part 07 就職状況

Part 06 協同人材育成

Part 01

大学概要

大学概要

背景

・1951年9月に設立

・1983年に改称

・専任教員1,229人

・学部生13,000人以上（50％以上は師範系）

・修士課程と博士課程の学生6,300人以上

大学概要

・ポスドク科学研究ステーション 6

・博士課程 9
・博士学位認定 1
・修士課程 26
・専門修士課程 11
・省級高等教育の一流学科 4
・師範系学科 23
・国家特色学科 6
・国家一流学部学科建設プログラム 18
・省級一流学部学科建設プログラム 16

Part 02

日本語（師範）専攻の概要

PPT模板 http://w w w .1ppt .com/moban/

1 2

3 4

5 6
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日本語（師範）専攻

概況
■1963年8月に設立され、深い歴史的な蓄積を持っている。

■学制は4年、最長修業年限は6年、卒業すると文学学士の学位が授与される。

■日本語（師範）の在校生は115人で、年間募集規模は28~30人。

■日本語科の在校生は116人で、年間募集規模は30人。

■二級学科：日本語言語文学(1999) 外国言語学と応用言語学(2000)

■修士学位認定プログラム：翻訳修士（2011）

■遼寧省の優位な特色学科：外国言語学及び応用言語学（2013）

■外国言語文学：教育部全国第4回学科評価（2016）で学科ランキングC+

日本語（師範）専攻

教師陣
■専任教師 18人

助教授 9人

修士課程の指導教師 8人

博士学位を持っている教師 10人

■非常勤教師 4人

Part 03

新入生の募集状況

新入生の募集状況

新入生の募集状況

■遼寧省、安徽省、天津省の3省をカバーし、年間募集
人数は約30人。第1志望の採用率が高く、多くの省で
100%に達した。

・2022年 26人
・2023年 26人
・2024年 28人

■学生出身地は遼寧省を主とし、遼寧省以外の省の募
集人数が少ないため、省外の受験生の採用点数は毎年
ある程度の変動があります。

■2021年～2023年まで、本学科の歴史類の合格ライン
は本校の他の学科よりそれぞれ11点、33点、43点が高
く、物理類の合格ラインはそれぞれ31点、19点、45点
より高い。

Part 04

育成目標

7 8
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11 12
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育成目標

日本語教育の中堅教師の育成を目指す

●高尚な職業道徳

●先進的な教育理念

●しっかりとした日本語運用能力

●強い教育教学の実践能力

●異文化コミュニケーション能力

育成目標

■職業素養：
社会主義核心価値観に基づき、確固たる職業理想と強い

職業アイデンティティを持つ学生を育成する。

■専門技能：
知識と技能の総合的な運用能力、特に現代情報技術

と融合する能力や教育モデルリード能力の育成する。

■発展潜在力：
自己反省能力、生涯学習能力と革新意識を育成する。

■職業競争力：
多ルート多方法を通じて教育レベルを絶えずに向上させ

る自己発展能力を育成する。

Part 05

特色と優位性

特色と優位性

学科の融合
異なる専門の教師は定期的にセミナーを展開し、自身の学科素

養と教育レベルを高める。

教育活動と社会実践の融和
授業・コンテスト活動・社会実践の結合により、実践教学の

革新モデルを実現でき、学生の実践能力を増強させる。

協同人材育成メカニズム
大連市第51中学校、大連市第31中学校、大連市第6中学校、大
連実験中学校などの学校と共同育成協定を締結し、毎年30名前
後の学生が教育基地に入って実習させることで、学生の教育技
能と実践能力は明らかに向上させた。

複数の授業の融和
総合日本語、日本語会話や日本語読解などの基礎授業を日

本文学史、日本概況や日本語言語学などの専門授業と結合す
るほか、「教育事例分析」「基礎教育改革」「中学校教師の
心理学」などの教師養成授業も開講し、学生の総合的素質を
育成させる。

Part 06

協同人材育成

協同人材育成

瀋陽市、大連市、錦州市、遼陽市、朝
陽市、営口市、鉄嶺市など14の地級市、
および普蘭店、海城、大石橋などの地方
政府と協定を締結し、教育実験区を設立
し、人材育成、教師養成、教育研究、基
礎教育発展へのサービスなどの面で協力
を展開している。
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協同人材育成

大連市の4つの中学校と協
定を締結し、学生に安定し
た教育教学実践環境、学習
指導及び交流プラット
フォームを提供しました。

「夢の翼」教育支援団

Part 07

就職状況

2023年卒業生の就職率は75%に達した。

・契約就職者9人、全体の32・1%を占め
・海外進出 9人、全体の32・1%を占め
・公務員・事業編成3人、全体の10.7%を占め
・フリーランス1人、全体の3・6%を占め
・就職待ち6人、全体の21・4%を占め

就職状況 就職状況

19 20

21 22

23 24
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就職状況

■2021年
国内進学3人、海外進学8人、全体の34・
4%を占めた。
■2022年
国内進学11人、海外進学5人、全体の
45・7%を占めた。
■2023年
国内進学5人、海外進学4人、全体の
32.1%を占めた。

就職状況

■
学生の専門的能力の育成を重視し、総合的素質を絶えず向上させる。

■
学生の就職に対する認識を広げ、分類して指導を行う。

■
就職資源の拡大に力を入れ、採用企業と積極的に連携する。

ご 清 聴 あ り が と う ご ざ い ま し た 。

25 26
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2024年12月23日

大連外国語大学ソフトウェア学院
2004年

2005年

2013年

2014年

2021年

ソフトウェア日本語

ソフトウェア英語

コンピューター科学技術

情報管理と情報システム

ソフトウェア工学

ネットワーク工学

ビッグデータ管理

第一外国語：日本語

第二外国語：英 語

日英強化

ソフトウェア工学

情報管理と情報システム

ビッグデータ管理

第一外国語：英 語

第二外国語：日本語

英日強化

コンピューター科学技術

ネットワーク工学

外国語強化

IT関連の専門知識＋日本語や英語のコミュニケーション能力

• 第一外国語

高校時代は日本語

N3～N2レベル

• 第二外国語

ゼロから入門

N4～N3レベル

• 週4時間ぐらい

• 二年間

非日本語専攻

• ゼロからスタート

• 四年間

• 三年次にN1に達する学生

が多い

日本語専攻

• ゼロから入門

• 三年間

• 基礎段階(一、二年）

週12～14時間

N3レベルに相当

• 専門段階(三年）

週4～8時間

N3～N2レベル

日本語強化

科目：基礎日本語、視聴説、IT日本語、ビジネス日本語など

コミュニケーションの能力を重要視する

课程

性质
学分

总

学时

考核

方式
周学时

开课

学期
课程名称

必
修
课

理论课6104考试8一基础日语1

实践课126考试2一日语视听说1

实践课126考试2一初级IT英语1

理论课8136考试8二基础日语2

实践课1.534考试2二日语视听说2

实践课1.534考试2二初级IT英语2

理论课6102考试6三基础日语3

实践课1.534考试2三日语视听说3

实践课1.534考试2三中级IT英语1

理论课6102考试6四基础日语4

实践课1.534考试2四日语视听说4

实践课1.534考试2四中级IT英语2

理论课468考试4五基础日语5

实践课1.534考试2六商务日语

课程

性质
学分

总

学时

考核

方式

周

学

时

开课学

期
课程名称

选
修
课

实践课126考查2一初级大学英语

实践课1.534考查2二中级大学英语

实践课368考查4三中级日语语法1

实践课1.534考查2三高级大学英语

实践课368考查4四中级日语语法2

实践课368考查4四高级日语语法1

实践课1.534考查2四初级日语写作

实践课1.534考查2四综合大学英语

实践课1.534考查2五日语会话

实践课368考查4五高级日语语法2

实践课1.534考查2五中级日语写作

实践课4102考试6六IT日语

实践课1.534考查2六、七日本文学史

实践课1.534考查2六、七日本概论

实践课1.534考查2六、七日语语言学概论

基
礎
段
階

専
門
段
階

2023年版カリキュラム
基礎段階

基礎日本語 日本語視聴説 選択科目

日
本
語
文
法

作
文

そ
の
ほ
か

• 一年次は週4回
• 二年次は週３回
• 『みんなの日本語』初級・中級
• 中国人の先生
• 単語、文法、会話、テキスト
• 期末試験
筆記試験（70％）

漢字の読み方、表記、外来語、文法、読解、翻訳

平常点（30％）
小テスト、出席、宿題など

• 週１回
• 『みんなの日本語 聴力』
初級・中級

• 一年次は中国人の先生
• 二年次は日本人の先生
• 発音力、文法力、反応
• 期末試験
口頭試験
現場で質疑応答

筆記試験
絵のある問題、絵のない問題、穴埋め

基礎知識に注目
IT関連内容はほぼ無し

N3レベル

1 2

3 4

5 6
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IT知識を広めるため

6.豆知識

テキストに出る単語や文型に基づく
語彙、選択、読解など

5.練習問題

テキストに出る文型
関連文型

4.文型

N3以上のレベル

1.テキスト

IT関連単語が多数

2.単語

テキストの内容に基づく

3.内容理解
IT日本語

• 週３回、中国人の先生担当
• 『IT日本語 精読』ソフトウェア学院編
• IT関連内容の導入
• 能力試験の準備

ビジネス日本語

8

基本知識

事前準備

作成時の基本マナー

作成のポイント

• 週１回、中国人の先生担当
• 『新経典情景商務日本語教程』朴慧淑等編
• 「ビジネス用語」「就職活動」「ビジネスマナー」「接遇マナー」
「ビジネススキル」等

• 就職活動の事前準備と指導

02 04 06

01 03 05

一年次と二年次の「基礎
段階」では一般的な日本
語知識を中心に。

「専門段階」(三年次)：
就職活動に必要なスキル養
成や指導に注目。

学生の二割ぐらいはN2かN1に
合格、もしくはそのレベルに
相当する。

「専門段階」(三年次)：
IT関連内容を取り入れ、業務現
場での日本語力を強化する。

多数の学生はN3以上の
レベルに達する。

流暢な日本語会話
（コミュニケー
ション）能力を有
するIT人材

今の問題

どうやってIT専門をさらに「日

本語強化」に結びつけるのか

「IT日本語」はIT文章での「日本語

精読」になる傾向であり、実践的な

練習が十分行っていない。

「IT日本語」を担当する先生たちの

ITスキルが未熟であり、IT企業での

現場経験がない。

学院のIT専攻の先生には日本語がわ

かる者がいない。

ソフトウェア学院内部で上記の課題

を解決するには非常に困難である。

ご清聴

ありがとうございました。

7 8

9 10

11

21



 

 

 

 

 

 

 

 

基調講演資料 
 

 

基調講演テーマ３ 

 

「日系企業就職市場の動向」 
 

 

講演者：琴安国・一般社団法人高度外国人材支援中心 

代表理事（JETRO 高度外国人材スペシャリスト） 
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